
住みたい街 しおまち
ーしおまちと東広島をつなぎ、持続可能な地域の元気応援方法を見出すー

広島大学教育学部人間生活系コース
３年竹下直也 2年 西山菜菜美 村瀧晴菜 飯塚詩奈
しおまち商店街の和 奥本隆三

教育学部人間生活系コース（家政教育学プログラム）学生有志

人間社会科学研究科 松原主典



本プロジェクトの概要
尾道市瀬戸田町の課題
ホテル、飲食店などの進出による外国人や若年層の入込客等の増加，
町全体の高齢化
若年層、国内外の観光客を志向したシステム作り

瀬戸田の強み：瀬戸田レモン
せとだレモン祭のイベント企画や商品開発 瀬戸田と学生との関係性を強化

＊しましまレモンケーキ，恋バウム（バウムクーヘン）の製造・販売方法
＊子どもたちを対象とした体験教室開催

本プロジェクトの最終年度 来年度以降も持続可能であり続けるために



しおまち商店街
の輪

地元事業者・
農業者

小中高生・広大
生

地域内外の
事業者 行政等

島外・学外からの視点

観光

食

教育

広大生
イベント企画・運営

交流の場づくり

企画立案

新規事業者の
誘致

イベント開
催

教育の充実 子供の交流空き家・空き
店舗の活用 商品開発

持続可能な運営・提案

住みたい街 しおまち ーしおまちと東広島をつなぎ、持続可能な地域の元気応援方法を見出すー

広大生
開発スイーツ提供 食べる人

側の声収
集

しおまち（瀬戸田）⇔東広島











•
•
•
•
•
•

•
•
•



•亀齢酒造様の蔵開きへの出店
•日頃から酒粕の感想を伝えるなど，
関係づくりを意識

4月11日(土) 10時から販売



•春と夏に2回町屋で体験会を実施
（合計参加者約60名）
•他団体との交流会
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バウムクーヘン開発班
恋バウム

教育学部 人間生活系コース2年
飯塚詩奈
西山菜菜美



「恋バウム」とは?
・広島大学 教育学部 第四類 人間生活系コース

7人（2年生4人、1年生3人）で活動。

・昨年から、地域の元気応援プロジェクト事業の一つ

として、発足。

・昨年、第1回バウムクーヘンアアレンジレシピコンテス

ト出品に向け、オリジナルバウムクーヘンを開発、販売

を行い、今年度は2年目の活動。



活動目標

・瀬戸田レモンと広島県の食材を使ったオリジナルバウム
クーヘンの開発・販売をし、多くの人に食べてもらい、笑顔
を広げる。
・瀬戸田の良さを広げて、瀬戸田しおまち商店街に興味を
もつ人を増やし、活性化させる。
・東広島での販売機会を増やし、Koi-baumを広げる。



今年度の活動
（１）新バウムクーヘン開発
（２）万博への参加
（３）酒祭り
（４）ホームカミングデー
（５）ラジオ出演
（６）せとだレモン祭
（７）「みんなで町家のお掃除会」への参加



（１）新バウムクヘーン開発
カメルーンの国民食「ンドレ」を使ったバウムクーヘン。
9月15日大阪・関西万博での配布に向け、6月から5回の試作を行う。



(2)大阪・関西万博への参加
o大阪・関西万博にて開催
「大阪・関西万博カメルーン・ナショナルデー
応援企画「カメルーン×広島市 バウム
クーヘンがつなぐ平和文化」～世界でここだ
け!「ンドレ」バウムクーヘンを食べて万博ジ
オラマづくりに参加しよう!～」に参加

oイベント運営の手伝い
oンドレバウムの試食配布



（３）酒まつり（10月11日）
販売
ンドレバウム1個300円
Koi-baum1個500円

成果
ンドレバウム：60個
Koi-baum :155個完売



（４）ホームカミングデー（11月1日）
①販売
ンドレバウム1個300円
Koi-baum1個500円

成果
ンドレバウム：60個
Koi-baum :155個完売

②ラ・ボエーム様との協力
祝賀会での提供



（５）ラジオ出演（12月6日）

FMはつかいち「僕らの放送!-our 
broadcast-」に出演させていただきました。
活動紹介をしたり、ンドレバウムの開発秘話等
のエピソードトークをしたりして、瀬戸田や恋バ
ウムの活動の魅力を発信することができた。



（６）せとだレモン祭（3月22日）
販売
Koi_baum 1個300円

成果
Koi_baum:106個 完売



（７）「みんなで町家のお掃除会」への参加（4月2日）

• 西条酒蔵通りにある「町家」の
掃除会に参加

• 掃除後に食事会
• 他の団体との交流



全体を通しての振り返り
• 新たな挑戦と発信機会
カメルーンの食材「ンドレ」を使ったバウムクーヘンを開発
大阪万博で試食配布を実施

→活動を広く発信する機会となった
• 地域での認知拡大
2024年度と比較して販売機会が増加

（ホームカミングデー、酒まつりなど）
西条での販売を通して、身近な人への認知が向上
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まとめ
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• しおまちと東広島の特産品を使用してオリジナルスイーツを開発する
→特産品の認知向上と共に、地域間に新たな価値を見いだす

• 学生がしおまちや東広島の各地で販売やイベントを開催することで、地域の人々と交流し、
地域を元気づける
→学生が関わることで幅広い世代で地域活性化の形が創出できる

• 学生が中心となって活動を進めることで、自走する活動として次の世代へと受け継がれていく
仕組みが生まれた
→持続可能な地域活性化の取り組みとなった



「しましまレモン」と「恋バウム」を1つの団体とし、
サークルとして活動する。

•想像力を働かせスイーツ開発・販売を行い、スイーツを通して多
くの人を笑顔にする。

•地域の特産品を使ったり、今までつながってきた関係を大切にし
つつ、地域の人々との交流をより積極的にすることで、地域貢献
する団体であり続ける。

•・商品開発・販売工夫にこれからも挑戦していく


